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1．は じめ に

　Ka 帯レーダを用 い た個体降水の 観測は少な く、そ

の 等価 レ
ーダ反射因子 （Ze），及び減衰率   を観測

か ら示 した研究は 、 こ れまで行 われて い な い 。 特に、
一

部融解 した固体降水の k−Ze 関係は全 く明 らか に な

っ て い な い 。 こ の ような背景か ら、本研究グル ープは、

宇宙航空研究開発機構が開発 した全球降水観測計画

（GPM ）1二 周波降水 1ノーダ （DPR ）地上検証用デ ュ ア

ル ka レーダシステム （JAXA 　Ka レ
ーダシ ス テム）を

用 い て、対向観測に よ り様々 な降水の Zeと k の 測定

を行 っ て い る 。 こ れ らのデー
タセ ッ トは 、 GPMIDPR

の アル ゴ リズム開発 のため に用 い る こ とを想定 して

い る 。

　2011 年度冬期に長岡にお い て、主に湿雪 を対象と

して対向観測を行 っ た。その結果 、雪の イ ベ ン ト毎に

異 な っ た k−Ze関係が得 られた。　k−Z， 関係をそれぞれ地

上 で の 気温に よ り分類 した と こ ろ 、 0°C 付近を境界に

して異 な っ た傾向が現れ た 。 こ れは乾雪 と湿雪 の 散

舌い 減衰特性に よ る も の と考 え られ た （西川 ほ か
，

2012）。 本研究では、それぞれの k−Ze関係を 2D ディ

ス ドロ メータ （2DVD ）などに よる形状データに より

分類し、k−Z ， 関係の挙動を 理 解する こ とを 目的 と し た 。

2．観測 とデータ

　本研究で は、2 台の 同じKa レーダ （SNOOI，　SNOO2 ）

か らなる JAXA 　Ka レーダシ ス テ ム を使用 し た 。 送信

周波数は ともに 35．25GHz である 。
　 Ka レ

ーダ SNOOl

を新潟県長岡市 の 防災科学技術研究所 ・雪氷防災研究

セ ン タ
ーに 、Ka レ

ーダ SNOO2 を同地の 長 岡技術科学

大学に設置 した 。 両サ イ ト間の水平距黜 ま9．65・km で

あ る 。 両サ イ トの ほ ぼ中間地点 （SNOO1 か ら約 4．2   ）

に地上降水観測シ ス テム （中川ほ か ，
2010）を設置 し

た。こ の シ ス テ ム は 2DVD やパーシ ベ ル を備えてお

り、降水粒子 の 形状や粒径分布の 情報を得る こ とがで

きる 。 2 台の Ka レ
ーダの仰角は、地上デー

タと比較

する ため 地上降水観測シ ス テム上で両 ビー
ム が交差

し、か つ 地面 クラ ッ タを避け るよ うそれ ぞれ L4 °

に設

定 した 。 観測の詳細は 、 西川ほ か （2012）に記載 した 。

3．結果

　 乾雪から湿雪に変化 した と考え られる 1 月 13 日

6：30−9：30の 事例に おい て 、Z
。，

た
， 及び降雪強度、地上

気温の 時系列を調 べ た （図省略）。 Ze の 時間変化は、

全時間帯で降雪強度の 時間変化に 良 く対応 して い た。
一
方で kの時間変化は 、 気温が OQC 以下の ときに ほ

ぼ 0 に近い 正 の 値を示 した。その後、気温が 0 °C よ

りも高 くなる と、k の時間変化は降雪強度の 時間変化

に 良く対応するように な っ た 。

　次に、こ の 時間帯の乾雪時と湿雪時に おける2DVD

によ り得 られた個々の降雪粒子の粒径一落下速度分布

を図に示す 。 曲ew　a，　b は既存の雨，及 び （乾）雪の粒

径一落下速度の 式である。図 A では、個々 の プロ ッ ト

が曲線 b付近に集 中してお り、乾雪 であ っ た と考え ら

れ る 。

一方で図 B では、個 々のプ ロ ッ トが曲線 a 上

や、直径 O．5−3・ mm ，落下速度 3．5 繭 付近に 蝶 中 し

てお り、乾雪 と雨の中間 、
つ ま り湿雪であ っ た と考え

られ る。よ っ て、図にお ける粒径一落下速度分布 の 違

い は、乾雪か ら湿雪 へ の 変化に伴 うもの で あ る と考え

られる 。 今後は 2DVD の 粒径や落下速度の 異常値を

除去 し、そ して個々 の 事例の 粒径分布 を求め る予定で

ある 。 さ らに融解の 程度を推測す る ため に 、湿雪時の

k，Z， を地上の 形状データか らの パ ラメータに より分

類する予定である 。
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図 降雪時の粒径一落下速度分布。

2012年 1月 13 日 A ）6 時 54−59 分，B ）8 時 4449 分。

嚇．
广厂、嘔P
」〜
广

、く「卑島脚
属畠

广、“匸广
早「

藁：
’

「
．「

瓣
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ー

に は、当地 に おけ

る地上気象観 測 値 を提 供 して頂 い た。
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